
録
さ
れ
て
い
る
。
流
布
本
大
同
類
聚
方
に
も
ム
セ
病
と
い
う
病
名
が

見
え
て
い
る
。
ま
た
、
和
名
抄
は
硬
咽
に
ム
ス
と
訓
を
つ
け
「
食
塞

ガ
ル
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

大
痢
、
痢
結
と
い
う
言
葉
は
痢
を
便
と
い
う
意
味
に
用
い
て
お

り
、
大
痢
は
大
便
、
痢
結
は
便
秘
の
こ
と
で
あ
る
。

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

活
字
印
刷
は
宋
代
に
中
国
で
発
明
さ
れ
、
西
漸
し
て
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
グ
の
活
字
へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
普
く
知
ら
れ
る
が
、
当
の
中

国
で
は
定
着
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
東
漸
し

て
朝
鮮
に
定
着
し
た
。
朝
鮮
古
版
に
は
活
字
本
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。

文
禄
慶
長
の
役
で
、
秀
吉
の
武
将
ら
は
か
の
地
の
活
字
印
刷
機
具
を

戦
利
品
と
し
、
職
人
ま
で
も
つ
れ
帰
っ
た
か
ら
、
た
ち
ま
ち
わ
が
国

で
は
活
字
印
刷
が
盛
行
し
た
。
慶
長
年
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

活
字
本
は
慶
長
古
活
字
本
と
称
さ
れ
、
出
版
文
化
史
上
極
め
て
珍
重

さ
れ
る
。

川
瀬
一
馬
氏
（
『
古
活
字
版
の
研
究
』
）
は
活
字
開
版
の
初
期
に
お
け

る
医
師
の
活
動
は
目
覚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
医
学
書

は
実
用
書
で
あ
る
。
古
活
字
版
中
に
占
め
る
医
書
の
割
合
は
高
く
、

新
確
認
の
慶
長
古
活
字
版
『
黄
帝
秘
要

良
方
』

○
白
石
尚
基

原
中
瑠
璃
子
・
小
曽
戸
洋
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慶
長
年
間
に
は
数
十
種
に
及
ぶ
古
活
字
版
医
書
が
出
版
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
が
医
学
知
識
普
及
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
後
の
医
学
文
化
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

古
活
字
版
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
従
来
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
演
者
ら
は
こ
の
た
び
学
界
未
知
の
新
種
本
の
存
在
を
見
い

出
し
た
。
医
学
文
化
史
上
は
も
と
よ
り
、
印
刷
文
化
史
上
に
お
い
て

も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

当
該
資
料
は
日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
黄
帝
秘

要
良
方
』
な
る
書
で
あ
る
。
同
館
刊
『
古
医
学
資
料
目
録
』
（
一
九
八

四
）
に
は
古
活
字
版
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
『
国

書
総
目
録
』
（
岩
波
）
を
検
索
す
る
と
、
「
辨
疑
書
目
録
に
よ
る
」
と

し
て
本
書
の
書
名
を
挙
げ
る
の
桑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
辨
疑
書
目

録
』
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
に
刊
行
さ
れ
た
中
村
富
平
の
所
著

に
拠
る
も
の
で
、
本
書
の
現
所
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
川
瀬
一
馬
氏
『
古
活
字
版
の
研
究
』
に
も
未
収
で
あ
る
。

よ
っ
て
新
種
の
古
活
字
版
と
認
め
た
。

な
お
、
『
国
書
総
目
録
』
に
当
該
本
の
所
録
が
な
い
の
は
、
こ
れ

が
日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
書
で
は
あ
っ
て
も
、
富
士
川
文
庫
本

で
は
な
く
、
内
山
孝
一
博
士
旧
蔵
本
に
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し

富
士
川
文
庫
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
昭
和
二
十
一
年
石
原
明
博
士

手
録
の
目
録
に
基
づ
い
た
同
三
十
四
年
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
の
転

写
本
に
よ
り
、
『
国
書
総
目
録
』
に
録
入
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る

〔
内
山
博
士
の
薫
陶
を
受
け
た
石
原
博
士
が
本
書
の
存
在
を
知
っ
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
石
原
博
士
の
「
日
本
中
世
古
版

医
書
年
表
」
（
二
）
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
（
六
巻
一
号
）
も
こ
れ
を
載

せ
な
い
〕
。

次
に
書
誌
学
的
形
態
を
示
す
。

四
ツ
目
針
眼
装
。
一
冊
。
全
二
三
葉
。
古
活
字
。
匡
郭
約
二
二
・

二
叫
毎
半
葉
一
○
行
、
行
一
七
字
。
片
仮
名
を
混
ず
る
和
文
。

第
一
葉
は
整
版
で
、
前
半
葉
に
は
「
神
農
皇
帝
」
の
四
字
を
大

刻
。
後
半
葉
に
は
梵
字
二
字
と
「
円
弥
」
の
章
を
刻
し
、
活
版
で

「
三
皇
徳
各
四
三
皇
、
中
有
人
間
真
薬
王
」
と
重
刷
す
る
。
最
終
前

半
葉
に
は
「
右
一
冊
弟
衆
中
為
相
伝
之
顕
愚
胸
紙
数
二
十
三
枚
染
禿

筆
者
也
／
時
慶
長
戊
申
仲
春
円
弥
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
か
ら
、

慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
の
刊
で
あ
る
。
第
二
葉
首
行
に
「
黄
帝
秘

要
良
方
」
と
あ
り
、
次
い
で
一
三
七
字
の
序
文
が
あ
る
。

内
容
は
脈
診
や
民
間
療
法
な
ど
が
一
五
項
目
に
わ
た
り
雑
然
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
項
目
を
記
し
て
お
く
。
①
医
請
慎
保
身
法
、
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②
診
脈
之
辨
列
、
③
四
知
論
、
④
五
蔵
六
府
所
出
図
、
⑤
栄
衛
分

別
、
⑥
男
女
辨
、
⑦
四
脈
有
力
無
力
、
⑧
二
十
四
節
脈
歌
、
⑨
金
瘡

付
切
疵
・
衝
疵
・
矢
疵
・
打
疵
、
⑩
月
経
不
調
、
⑪
胎
前
、
⑫
産

後
、
⑬
大
血
之
道
、
⑭
薬
味
辨
、
⑮
諸
銘
。

本
書
は
奈
須
恒
徳
（
一
七
七
四
’
一
八
四
一
）
の
旧
蔵
に
か
か
る
こ

と
が
、
そ
の
蔵
書
印
と
識
語
に
よ
っ
て
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
巻
首
巻

尾
に
「
久
昌
院
蔵
書
」
印
二
穎
、
巻
首
に
「
奈
須
恒
徳
」
印
一
穎
が

あ
り
、
さ
ら
に
巻
首
に
恒
徳
の
自
筆
で
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

「
元
和
の
頃
山
本
玄
仙
万
外
集
要
小
切
紙
（
元
和
五
年
序
、
寛
永
十
九

年
刊
）
ヲ
著
ス
。
序
云
因
和
国
無
双
之
外
科
云
命
和
国
無
双
ノ
外

科
ト
ハ
此
害
ヲ
著
シ
タ
ル
円
弥
ノ
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
小
切
紙
二
所
記

ア
ヵ
ヵ
ワ
ノ
方
全
ク
此
書
二
本
ヅ
キ
タ
ル
也
。
此
書
発
端
一
一
全
九
集

ノ
文
ア
リ
（
前
述
の
一
三
七
字
の
序
文
を
い
う
）
。
又
巻
末
一
一
能
毒
ヲ
見

ル
ベ
シ
ト
云
、
病
症
ニ
ョ
リ
銘
ヲ
ウ
ッ
ト
云
コ
ト
一
溪
（
曲
直
瀬
道

三
）
学
ニ
シ
テ
円
弥
亦
仏
氏
タ
ル
コ
ト
明
ケ
シ
。
但
其
人
ノ
郷
里
氏

係
ヲ
知
ラ
ズ
。
後
日
求
録
ヲ
待
ッ
。
文
化
十
四
年
丁
丑
二
月
二
十
日

奈
須
恒
徳
志
」
「
辨
疑
書
目
録
、
植
字
部
、
黄
帝
秘
要
良
方
一
巻
、

円
弥
作
、
養
生
ノ
書
ナ
リ
」
。

ぴ

著
者
円
弥
に
つ
い
て
は
い
ま
知
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
今
後
の
調
査

に
期
し
た
い
が
、
と
も
か
く
本
書
は
、
慶
長
古
活
字
版
医
書
の
孤
本

と
し
て
医
学
文
献
史
の
一
端
に
著
録
さ
れ
る
べ
き
新
資
料
と
考
え

》
Ｃ
Ｏ

（
日
本
大
学
医
学
部
）
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